
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第５教区第１２０番大慈寺 

住所：福島県郡山市清水台２－２－１１ 

 

寺院の被害 
・地震により本堂、庫裡が半壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 
・先の見通しが立たず、精神的肉体的疲労を抱えている。 

・放射能汚染の被害があり、寺院所在地で放射能量が高いところもある。 

檀信徒の現状 

・震災で自宅に住めなくなった方や放射能汚染の影響により、転居した 

 檀信徒がある。 

・転居先が不明で、現在の居住先把握が困難な方もいる。 

・数軒が離檀した。 

地域の現状 ・放射線量の問題がある。 

復興の状況 ・復旧は完了したが、要した経費は大であった。 

（H25.9.2現在） 

 

  

本堂の外観と内部の写真。復旧は完了したが、そのための支出は大きかった。建物の復旧は済ん

だが、放射能汚染の被害もあり、見通せない先行きに、精神的にも肉体的にも疲れを感じている。

（撮影日不明） 

 


